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　恵那市の最南端に位置する串原小学校は、緑
豊かな自然や、奥矢作湖などの美しい景観に恵
まれた、全校児童３２名の小学校です。県の重要
無形民俗文化財に指定されている中山太鼓や、
地歌舞伎などの伝統文化が、子どもや高齢者を
問わず根付いています。

ふるさと学習
　ふるさと学習は、地域に根ざした本校の四半
世紀に及ぶ伝統ある学習です。「歌舞伎」「こん
にゃく」「ささゆり」などを、ふるさと串原を象
徴する代表的な学習素材として、長年取り組ん
できました。

◇だいすき！くしはら
　１・２年生は、串原の四季の自然に積極的に働
きかけ、地域の
施設見学や人々
との交流をしな
がら、五感を通
して親しみ、串
原が好きになる
ことを目指して
います。

◇守ろう！串原の自然環境＆伝統産業を
　３・４年生は、ホタルの飼育やコンニャク栽培
と加工に携わっている地域の方々のお世話で、

自らも体験を重
ね、串原の自然環
境や伝統的な産業
を守っている人々
の思いや苦労を知
り、地域の一員と
しての自覚を促す
ことを目指してい
ます。

◇伝統文化を誇りに思い、心を受け継ぐ
『串原歌舞伎』
　５・６年生は串原の伝統文化の一つ、歌舞伎を
学び、師匠や保
存会の指導を
受け、文化祭で
の公演を通し
て、その素晴ら
しさを体感、ふ
るさとに誇り
を持ち、伝統を
守り継承しよ
うとする心を養うことを目指しています。
　歌舞伎の学習を通して、児童は「最後、花道
に戻っていくときに『やって良かったなあ』と、
今までに味わったことのない気持ちになれた」
というような感想をもちます。
　串原にはもう一つの伝統文化、中山太鼓があ
ります。太鼓や歌舞伎の保存会の皆さんは、「わ
がふるさとの象徴であり誇りでもあるこの伝統
を、なんとしてでも守り継承していくことが、
何よりも大切である。伝統を肌で感じた子ども
は、たとえこの地を離れてもきっと戻ってきて
くれるに違いない。だから子どもは串原の宝で
ある」と、ふるさと学習への支援には惜しみがあ
りません。
　ことしの歌舞伎公演は、１１月３０日にサンホー
ルくしはらで行
いました。どの
子も地域の方々
の声援を全身に
受け、見事に演
じきり、立派な
晴れ舞台となり
ました。
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串原小学校
児童数　３２人　学級数　３学級
恵那市串原４０８３番地２
�０５７３-５２-２２０８　�０５７３-５２-２１５４学校ホームページ http://www.kushihara-e.ed.jp/

ふるさとに学び　心豊かに生きる串原の子

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

▲ささゆりの里で勉強会

▲コンニャクイモの収穫

▲公演に向けての練習の様子

▲昨年の歌舞伎公演の様子


